
循環器診療ガイドライン：「循環器領域における性差医療」から「多様性への配慮」まで

日本循環器学会編 (2010)
日本性差医学・医療学会員が主体

日本循環器学会をはじめ２１関連学会 (2024)が作成協
力

性差医学・医療の多分野への波及と裾野の広がり 35



性に関する用語
「要検討と思われる用語」の抽出

日本性差医学・医療学会理事長
政策研究大学院大学保健管理センター

片井みゆき

日本医学会医学用語管理委員会
不適切語を含む医学用語の検討ワーキンググループ

2025年6月30日17:30-19:00 オンライン
第2回不適切用語を含む医学用語の検討ワーキンググループ会議
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生物学的および社会的文化的 性差 sex and gender differences

性ホルモン(T, E)の肥満への影響︓生物学的性差
やせ願望︓社会的文化的性差

エストロゲン(E)の耐糖能への影響︓生物学的性差
やせ願望、食生活、運動習慣︓社会的文化的性差

BMIの年次推移︓男性はメタボ、女性は痩せが問題 閉経後女性：痩せている方が耐糖能が不良！！

37



Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies, Japan  

うつ病・自殺の性差：全ての性への配慮が必要

女性は男性の２倍程度、うつ病になりやすい。
うつ病が女性に多いことは、世界的な傾向である。

Salk RH, et al: Gender differences in depression in representative national samples; Meta-analyses of diagnoses and symptoms. Psychol Bull 143 : 783-822, 2017

うつ病の最も不幸な転帰としての自殺は、男性の方がより多い

性的少数者の生涯自殺企図有病率は11.6%で、異性愛者の約2.5倍

厚生劳働省：令和5年版自殺对策白書 第1章自殺の現状. https://www.mhlw.go.jp/content/r5hs-1-1-01.pdf

性ホルモン(エストロジェン, テストステロン) の影響︓生物学的性差
我慢や受診の躊躇、周囲の環境、仕事、社会的役割、行動様式等の影響︓社会的文化的性差

Hottes TS, et al: Lifetime Prevalence of Suicide Attempts Among Sexual Minority Adults by Study Sampling Strategies: A Systematic Review and Meta-Analysis. 
Am J Public Health106: e1–e12, 2016
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性差がある疾患の年代別変化

Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies
内閣府男女共同参画局 http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h30/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-00-52.html

 生物学的性差
 年代差
 ライフステージに伴う

内分泌環境の変化
 社会的性差
 生活環境
 労働環境
 経済状況 など

閉経 閉経

閉経 閉経閉経

発症率・通院率の性差
へ影響する因子

2016年国民生活基礎調査から

閉経妊娠
女性

男性
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 女性は同年代でも閉経(エストロゲン分泌低下)により心血管疾患の発症頻度が増加

女性では、
「年代別」だけでなく
「ライフステージ別」
特に「閉経前・閉経後」
の解析が必要な理由

たとえ同じ年代でも
閉経前・閉経後(エストロゲン分泌の有無)で
心血管疾患の発症頻度が大きく異なる！ 40



ライフコースと性差 : 老年期の課題でも重要

41



医薬品開発と処方において 性差分析と配慮が必要な理由

Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies, Japan     
42



Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies, Japan     

市販後調査で「副作用の性差」が明らかになった例

ヒ ゚オクリ゙タソン゙の薬効や副作用発現には
性差かあ゙ること か広゙く知られており，
性ホルモンによる PPARγ タン ハク゚質の発現変動が
関与している可能性か示゙唆され た.
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Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies, Japan     

海外トップ医学雑誌 : 論文投稿時に「性差への考慮」を要求

社会的文化的性生物学的性

44
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